
農山漁村地域整備交付金チェックシート

計画の名称：和歌山森林づくり計画

都道府県名：和歌山県

チェック欄

Ⅰ．目標の妥当性

① 関連する計画との整合性が図られているか① 関連する計画との整合性が図られているか① 関連する計画との整合性が図られているか① 関連する計画との整合性が図られているか ○

和歌山県長期総合計画における「生産性の高い林業・木材産業づくり」に
合致しており、また、農業用水関連特定森林整備事業の基本方針及び漁場保
全関連特定森林整備事業の基本方針に合致している。

② 地域の課題に適切に対応する目標となっているか② 地域の課題に適切に対応する目標となっているか② 地域の課題に適切に対応する目標となっているか② 地域の課題に適切に対応する目標となっているか ○
間伐材の有効利用を図ることにより、間伐材の生産販売量を確保し、ま

た、適切な森林整備を行うことにより地球温暖化防止対策にも貢献する。

Ⅱ．計画改革の効果・効率性

① 整備計画の目標と定量的指標の整合性が図られているか① 整備計画の目標と定量的指標の整合性が図られているか① 整備計画の目標と定量的指標の整合性が図られているか① 整備計画の目標と定量的指標の整合性が図られているか ○
搬出間伐を推進することにより、間伐材の生産販売量の拡大と、適切な森

林整備が図れることから、目標と定量的指標は整合している。

② 事後評価ができる適切な指標となっているか② 事後評価ができる適切な指標となっているか② 事後評価ができる適切な指標となっているか② 事後評価ができる適切な指標となっているか ○

搬出間伐量については、事業完了後の実績等により確認することができ、
適切な指標といえる。

③ 構成事業の実施による効果を評価するための指標として適切なものとな③ 構成事業の実施による効果を評価するための指標として適切なものとな③ 構成事業の実施による効果を評価するための指標として適切なものとな③ 構成事業の実施による効果を評価するための指標として適切なものとな ○
っているかっているかっているかっているか
林道等の路網整備により低コスト林業の推進が図られ、その結果、搬出間

伐量の増加により間伐材の生産販売量の増産が図れることから、当該構成事
業の効果を評価する指標として適切である。

Ⅲ．計画の実現可能性

① 円滑な事業執行の環境が整っているか① 円滑な事業執行の環境が整っているか① 円滑な事業執行の環境が整っているか① 円滑な事業執行の環境が整っているか ○

関係市町村、森林組合等との連携は図られており、事業執行の環境は整っ
ている。

② 地元の機運が醸成されているか② 地元の機運が醸成されているか② 地元の機運が醸成されているか② 地元の機運が醸成されているか ○
林道整備及び森林整備については、地元の要望に基づき事業執行するもの

で、地元からは林道整備の早期完成と森林整備予算の確保が望まれている。

評 価 結 果

評価 Ⅰ 事業を実施 ［評価基準］ 評価Ⅰは全項目に○印がついている

評価 Ⅱ 計画の見直し 評価Ⅱは１項目でも×印がついている


